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aとbヵtウイノレス DNA。 c は；ミ
トコ γ ドリア DNA(a, bとの大
きさの対比のため〉。
；立〉教授就任， 58年退官，その問医学部附属皮府病特別
研究施設長（35年～49年， 50年～58年〉を併任。専門は
らいの潟I術学及び病理’手。
-609ー
